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【
17

】
慶
長
四
年
～
十
九
年
上
野
国
緑
野
郡
三
波
川
郷
年
貢
割
付
状
写
よ
り 

（
飯
塚
馨
家
文
書 

Ｐ
八
二
一
四 

 

№
二
四
六
五
） 

 
 

            

   

《
釈 

文
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亥
年
可
レ

納
御
成
ケ
之
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五
拾
八
貫
六
百
七
十
三
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高
辻 

 
 

 
 

此
内
九
貫
七
百
七
十
八
文 

免
弐
つ
引 

 
 

残
四
拾
八
貫
八
百
九
十
五
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當
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右
来
十
一
月
中
ニ

可
レ

為
二

皆
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一
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仍
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レ
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 亥
十
月
三
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伊
備
前 

 

三
波
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名
主
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百
姓
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（
以
下
略
） 

 

《
読
み
下
し
文
》 

 

亥
年
納
む
べ
き
御
成
ケ
（
お
ん
な
り
か
）
の
事 
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五
拾
八
貫
六
百
七
十
三
文 

 
 

 

高
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此
の
内
九
貫
七
百
七
十
八
文 

免
弐
（
ふ
た
）
つ
引
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残
っ
て
四
拾
八
貫
八
百
九
十
五
文 

 

當
納
め 

右
来
た
る
十
一
月
中
に
皆
済
為
（
た
る
）
べ
き
者
也
、
仍
っ
て
件
（
く
だ
ん
）
の
如

（
ご
と
）
し 

 
 

 
 亥

十
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

伊
備
前 

 

三
波
河 

 
名
主
中 

             
 

百
姓
中 
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《
用 

語
》 

【
亥
年
】
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
年
）
。 

【
成
ケ
、
成
箇
：
な
り
か
】
取
箇
の
こ
と
。
江
戸
時
代
、
田
畑
の
収
穫
物
の
う
ち
幕
府
・
領

主
の
取
り
分
。
取
ケ
と
も
書
く
。
す
な
わ
ち
取
前
の
意
で
、
年
貢
・
成
箇
・
物
成
・
取

と
同
じ
意
味
。
た
だ
し
若
干
の
使
用
法
の
相
違
が
あ
り
、
取
箇
は
地
租
の
み
を
称
し

（
安
藤
博
編
『
県
治
要
略
』
）
、
田
畑
の
石
高
に
対
す
る
取
前
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ

る
場
合
が
多
い
。 

【
貫
】
銭
を
数
え
る
単
位
。
一
文
銭
千
枚
を
一
貫
と
す
る
。
江
戸
幕
府
は
、
寛
永
通
宝
（
一

文
銭
）
を
鋳
造
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
銭
と
金
の
比
価
を
四
貫
文
対
一
両
と
公

定
し
た
。 

【
高
辻
】
年
貢
と
し
て
納
め
る
べ
き
分
米
（
ぶ
ん
ま
い
）
や
石
高
の
合
計
。 

 
 

※
『
地
方
凡
例
録
』
（
一
七
九
四
年
）
「
右
石
高
と
云
は
、
村
高
の
事
に
て
、
〈
略
〉

則
村
だ
か
也
、
高
辻
と
云
も
同
じ
事
也
、
然
ど
も
高
つ
ぢ
と
云
は
、
一
村
中
の
高
何

ほ
ど
あ
り
と
云
時
な
ど
に
は
高
つ
ぢ
と
云
、
田
畑
の
た
か
を
集
め
た
る
儀
也
」 

【
免
弍
つ
引
】
損
免
の
割
合
。
中
世
・
近
世
、
干
害
・
虫
害
・
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
で

農
作
物
に
被
害
を
受
け
た
田
地
に
つ
い
て
、
調
査
・
報
告
に
も
と
づ
い
て
租
税
を
減

免
す
る
こ
と
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
。
免
弐
つ
引
は
二
割
引
き
、
壱
ツ
四
分
引
は

一
、
四
割
引
き
。 

【
當
納
】
当
年
に
納
め
る
べ
き
年
貢
。 

【
皆
済
：
か
い
さ
い
】
年
貢
を
完
納
す
る
こ
と
。
か
い
せ
い
。 

【
伊
備
前
】
伊
奈
備
前
守
忠
次
（
一
五
五
〇
～
一
六
一
〇
年
）
。
江
戸
時
代
前
期
の
伊
奈
忠

次
は
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
後
、
武
蔵
国
鴻
巣

・
小
室
領
一
万
石
（
ま
た
は
一
万
三
千
石
）
を
給
さ
れ
、
足
立
郡
小
室
（
埼
玉
県
北
足

立
郡
伊
奈
町
）
に
陣
屋
を
構
え
、
検
地
・
知
行
割
、
利
根
川
を
は
じ
め
河
川
の
改
修
工

事
、
新
田
開
発
、
さ
ら
に
寺
社
領
、
交
通
制
度
の
諸
政
策
に
敏
腕
を
振
る
い
、
彼
の
行

な
っ
た
地
方
仕
法
は
備
前
検
地
・
備
前
堀
・
伊
奈
流
と
呼
ば
れ
、
の
ち
の
幕
府
の
基

本
政
策
と
な
っ
た
。
そ
の
支
配
領
域
は
、
関
東
地
方
か
ら
甲
斐
・
伊
豆
・
駿
河
・
遠
江

・
三
河
・
尾
張
の
東
海
地
方
に
及
び
、
徳
川
権
力
の
政
治
・
経
済
的
基
盤
の
拡
充
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
『
国
史
大
事
典
』
よ
り
）
。  

【
三
波
河
】
三
波
川
の
こ
と
。
旧
多
野
郡
鬼
石
町
三
波
川
（
現
藤
岡
市
三
波
川
）
。
近
世
は

幕
府
領
。 

 

《
解 

説
》 

こ
の
文
書
は
、
「
慶
長
四
亥
年
よ
り
同
十
九
寅
年
迄
御
割
付
之
写
」
に
含
ま
れ
た
後
世

の
写
し
で
あ
り
、
便
宜
上
冒
頭
の
慶
長
四
亥
年
の
箇
所
だ
け
抜
き
出
し
記
載
し
た
。
な
お

当
初
作
成
さ
れ
た
原
本
は
、
飯
塚
家
文
書
の
中
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
、
北
条
領
国
が
徳
川
家
康
の
領
国
と
な
る
と
、
関
東
の
山
間

地
で
は
永
高
制
（
土
地
に
課
せ
ら
れ
る
年
貢
の
基
準
と
な
る
高
を
永
楽
銭
で
表
示
す
る
方

法
）
に
よ
る
検
地
が
順
次
実
施
さ
れ
た
。
上
野
国
緑
野
郡
で
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）

に
代
官
頭
大
久
保
長
安
に
よ
り
譲
原
郷
（
村
）
で
永
高
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

三
波
川
郷
（
村
）
で
も
実
施
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
す
る
地
詰
帳(

検
地
帳
の
一
種)

に
見
え
る
「
畑
屋
敷
本
納
」
と
い
う
記
載
が
、
大
久
保
検
地
に
も
と
づ
く
高
辻
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
飯
塚
家
文
書
』
№
一
二
二
九
八
の
午
（
文
禄
三
カ
）
年
「
代
官
年
貢
請
取
状
」

は
、
大
久
保
検
地
の
関
連
史
料
と
見
ら
れ
る
。 

そ
し
て
慶
長
三
年
に
伊
奈
忠
次
に
よ
り
再
び
検
地
が
実
施
さ
れ
作
成
さ
れ
た
の
が
「
上

州
緑
野
郡
三
波
河
之
郷
御
地
詰
帳
」
で
、
飯
塚
家
文
書
に
は
慶
長
三
年(

一
五
九
八)

の
も

の
が
二
冊
現
存
し
て
い
る
（
№
五
四
・
二
四
六
三
）
。
こ
の
検
地
の
結
果
、
三
波
川
郷
（
村
）

の
高
辻
が
決
定
さ
れ
、
今
回
取
り
上
げ
た
文
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
年
貢
割
付
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
村
高
（
検
地
高
辻
）
を
五
八
貫
六
七
三
文
と
し
、
こ
の
内

の
二
割
に
当
た
る
九
貫
七
七
八
文
を
免
除
分
と
し
て
、
残
り
四
八
貫
八
九
五
文
を
当
年
の

年
貢
高
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
貢
は
、
一
一
月
中
に
必
ず
皆
済
す
る
よ
う
に
名
主

・
百
姓
中
に
伝
え
て
い
る
。 

 
な
お
本
講
座
（
ぐ
ん
ま
の
中
世
・
近
世
文
書
選
）
の
第
五
回
目
で
山
田
家
文
書
に
残
さ

れ
た
同
じ
年
の
割
付
状
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
藤
岡
市
譲
原
の
山
田

家
文
書
に
は
、
江
戸
時
代
の
年
貢
割
付
状
が
非
常
に
良
い
状
態
で
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に

慶
長
・
元
和
・
寛
永
と
い
う
江
戸
初
期
の
も
の
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。

近
世
初
期
の
幕
領
の
年
貢
を
研
究
す
る
上
で
、
大
い
に
参
考
に
な
る
史
料
で
あ
る
。 

【
参
考
】
佐
藤
孝
之
『
近
世
山
村
地
域
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
） 


